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Abstract 人間は現実的・個別的情況の中で,自己の存在-自己を取り囲む社会(歴史)における自己の存在-に対

するFrageを発し,Frageを昇華し,そして情況を何らかの手段で変革しつつ,あるいは自己変革をな
しつつ生きている。とのプリミティブな発想の中に,人間と社会(歴史)に対するヴェーバーの実存
的営為と科学が存在する。カール・ヤスパースの言うが如き「状況-内-存在」として,ヴェーバー
の学問論・経済社会学・宗教社会学・支配の社会学等,一連の諸著作は一見するとフラグメント・
寄木細工という印象を与えかねない。が本稿は可能な限り,諸断片・諸労作の根底を貫く彼の思想
・基礎視角に接近せんとするささやかな試みの一つである。

Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234698-19761230-

03959221

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

























